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令和７年７月４日 

京都府公立高等学校テニス選手権大会 兼 近畿公立高等学校テニス大会京都府予選実施要項 

 

大会名称 ： 京都府公立高等学校テニス選手権大会 兼 近畿公立高等学校テニス大会京都府予選 
 

主  催 ： 京都府高等学校体育連盟 
 

主  管 ： 京都府高等学校体育連盟テニス部 
 

協  賛 ： ＜団体の部＞ ㈱ダンロップスポーツマーケティング  ＜個人の部＞ ヨネックス㈱ 
 

大会日程 ： 団体の部１次予選＆個人の部 ２０２５年 ７月３０日（水）～８月 １日（金） 

       個人の部２次予選           １０月２６日（日）＜予備日１１月 ９日（日）＞ 

       団体の部２次予選           １１月 ８日（土）＜予備日１１月 ９日（日）＞ 

         ７月３０日（水）団体の部 女子１次予選 

         ７月３１日（木）団体の部 男子１次予選 

         ８月 １日（金）個人の部 男女１次予選 

           ※ただし、7/30、7/31 の団体戦が雨天により試合が大量に残った場合は個人戦を中止 

         １０月２６日（日）個人の部 男女２次予選 ※個人の部１次予選が実施できない場合は中止 

         １１月 ８日（土）団体の部 男女２次予選 
 

参加申込 ： 京都府高等学校体育連盟テニス部のホームページより、参加申込書等を各校でダウンロードし、必

要事項を記入の上、下記のところまで郵送または持参すること。郵送の場合は、日数がかかることを

十分注意の上、必要な郵送方法をとること。（〆切までに到着しない場合は参加が認められない。） 

京都府高体連テニス部ホームページ（URL http://kktrtennis.cher-ish.net/） 
提出書類：①エントリー表紙（参加料等を振り込んだ「払込票兼受領証（コピー可）」を添付すること） 

                ※団体戦の参加料とバス代金のみ 

②団体戦参加申込書（登録メンバー表） 

③バス利用申込書＜往復バスを利用する学校のみ＞ 

④個人戦参加申込書 

申込期限 ： ２０２５年７月１８日（金）午後５時まで 

申 込 先     ： 〒607-8017 京都市山科区安朱川向町 10 

京都府立洛東高等学校  脇田 一郎 宛 

(1)試合参加料については、男女各チーム 10,500 円とする。〔ボール代を含む〕※令和３年度値上げ 

(2)往復の送迎バスを利用する場合は、バス利用申込書に記入の上、エントリー用紙と同封するこ

と。ただし、一旦申し込んだ人数の変更は効かないので、注意すること（申込人数でバスの配車

を決定するため）。なお、バス代金の返金は行わない予定であるが、予備日のみの利用申し込み

で予備日を使用せずに大会が終了した場合、精算の状況によりバス代の一部を返金することもあ

る。 

(3)参加料およびバス代は、各校ごとにまとめて総会資料巻末の振込用紙にて、７月１８日までに

払い込むこと。振込用紙の受領証（コピー可）は、エントリー用紙に貼付し、郵送すること。な

お、バス代金の詳細（バス代金○○名分）については、その他の欄に明記すること。 

(4)個人戦の参加料 2,000 円（＠１人）とバス利用代金 1,000 円（＠１人）は大会当日、エントリ

ーの際に徴収する。（事前の団体の申し込みと一緒に振り込まないこと。） 
 

個人戦選出方法：個人戦の出場選手決定方法は、以下の順に決定するので、区別して申込書に記載すること。 

① 京都府高体連テニス部ポイント保有者（シングルスでもダブルスでもよい） 

② 今年度の全国高校総体予選シングルスのブロック決勝進出者 

③ 各校より１名（各校から均等に２名以上とれる場合はその最大数まで均等にとる） 

④ 上記以外の出場希望者を、公平な抽選によりドロー枠を満たすまで選出 
 

大会使用球： 団体の部：ダンロップフォートイエロー 

       個人の部：ヨネックスマッスルパワートーナメント 
 

大会会場 ： 団体の部１次予選＆個人の部：丹波自然公園テニスコート（砂入り人工芝１６面） 

       個人の部２次予選     ：高校選手権の男女本戦会場（選手権のドロー冊子にて確認） 

       団体の部２次予選     ：向島コートと加盟校学校コートに分かれて実施 

 
 



競技方法 ： 男女とも複２組、単３人によるチーム対抗戦とし、各対戦は１セットマッチ(７ポイントタイブレー

ク)を原則とする。４名以上の登録選手がいれば試合は実施できるが、対戦校の少なくとも一方が７

名に満たない場合は以下のようにして勝敗を決定する。 

対戦校の登録選手の人数 勝敗の決定方法 

７名以上（A 校） 

対 

６名（B 校） 

３勝した方が勝ち 

S３は A 校の不戦勝（A 校の１勝） 

試合は S１・D１・S２・D２のみ行う 

７名以上（A 校） 

対 

４名または５名（B 校） 

３勝した方が勝ち 

S３・D２は A 校の不戦勝（A 校の２勝） 

試合は S１・D１・S２のみ行う 

６名（A 校） 

対 

６名（B 校） 

３勝した方が勝ち 

試合は S３を行わず S１・D１・S２・D２のみ行い、２勝２敗の場合は

以下の順に勝者を決定する 

➀取得セット率  ➁取得ゲーム率  ➂S１の勝者 

６名（A 校） 

対 

４名または 5 名（B 校） 

３勝した方が勝ち 

試合は S３を行わず D２は A 校の不戦勝（A 校の１勝） 

S１・D１・S２のみ行い、２勝２敗の場合は以下の順に勝者を決定する 

➀取得セット率  ➁取得ゲーム率  ➂S１の勝者 

４名または５名（A 校） 

対 

４名または 5 名（B 校） 

２勝した方が勝ち 

試合は S３・D２は行わず、S１・D１・S２のみ行う 

ドローの作成方法は参加校数により調整するものとし、参加校が少なければ予選リーグと順位別トー

ナメント方式で実施し、参加校数が多ければトーナメント方式（コンソレも実施）で実施する。 

＜ドローの形式決定は実行委員会に一任していただくものとする＞ 

試合方法は、全国高校選抜予選に準じた形式とし、同一選手が単・複を兼ねて出場することはでき

ない。また、試合順序はＳ１→Ｄ１→Ｓ２→Ｄ２→Ｓ３の順序で行うものとする。 

各対戦のオーダーは、単試合は登録順位に従い、複試合は登録番号の和算の少ない組を第１ダブル

スとし、和算同数の場合は最上位登録者を含む組を第１ダブルスとする。なお、京都府高等学校体

育連盟テニス部主催の大会であるので、全国総体予選や全国選抜予選の団体戦と同様に、エントリ

ー時や試合の前後には顧問（監督）の引率が必要である。 

※１次予選は Best４決定までとし、２次予選でＳＦ，Ｆを行う。 

＜個人の部＞ 

男女とも本戦の対戦は１セットマッチ(７ポイントタイブレーク)を原則とする。コンソレーション

の対戦は当日の状況を見て決定する。ドローは最大６４ドローのトーナメント方式（コンソレも実

施）で実施する。なお、京都府高等学校体育連盟テニス部主催の大会であるので、必ず顧問の引率

が必要で、大会当日はロービングアンパイアをしていただくものとする。 

※１次予選は Best４決定までとし、２次予選でＳＦ，Ｆを行う。 

団体登録方法：＜団体１次予選＞ 

       各校とも実力順に４名以上９名までを登録する。登録順位は、前２大会（全国高校総体予選、京都

ジュニア大会）において、ポイントを保有している選手を第１基準とし、そのポイント順に登録しな

ければならない。また、前大会の全国高校総体予選において、シングルスのブロック決勝に進出した

選手を第２基準とし、第１基準および第２基準に該当しない選手よりも上位に登録しなければならな

いものとする。また、第１基準で同点の選手、第２基準で同等の選手およびその他の選手については

それぞれ校内順位に従って良識ある順位での登録を行うものとする。 

本対戦はこの登録メンバーより出場選手を決めるものとするが、コンソレーションに関しては、従

来通り、登録選手以外のメンバーの出場を認める。 

＜団体２次予選＞ 

１次予選でベスト４に勝ち残った学校は、１１月１日（土）までに申込書に記載された申込先まで

再登録を提出する。登録順位は、前２大会（近畿大会予選、全国高校総体予選）において、ポイン

トを保有している選手を第１基準とし、そのポイント順に登録しなければならない。また、前大会

の近畿高校テニス大会京都府予選において、シングルスのブロック決勝に進出した選手を第２基準

とし、第１基準および第２基準に該当しない選手よりも上位に登録しなければならないものとする。

また、第１基準で同点の選手、第２基準で同等の選手およびその他の選手についてはそれぞれ校内

順位に従って良識ある順位での登録を行うものとする。 
 



ドロー会議： 公立高校大会実行委員会により、７月１９日（土）に厳正なる抽選を行う。 
 

ドロー発表： ドロー会議終了後、できるだけ早く 

京都府高体連テニス部公認ホームページ（URL http://kktrtennis.cher-ish.net/） 

にて発表する（郵送やＦＡＸ等の送付は行わない）。 

※個人戦の出場可否については、各校で個人戦ドローにより確認すること。 
 

※ 不明な点は下記の連絡先に問い合わせること。 

   府立洛東高校  脇田 一郎  ＴＥＬ：075-581-1124  携帯電話：090-3866-2930 
 

そ の 他     ： 競技中の疾病や傷害については、責任を負わない。 

       天候や進行の都合上、やむなく変更や中止することがある。 

       個人の部においては、「大会日程」に記載があるように、大会初日２日目に男女の団体の部１次予選

が順調に消化された場合に実施する。団体の部が大幅に遅れた場合は、個人の部を中止し、大会３日

目は団体の部を実施するものとする。 

個人の部大会実施か否かの確認について 

 大会２日目の 7 月 31 日（木）の午後３時以降に、出場校の顧問の先生が下記まで、電話で問い合

わせてください。 ◆山内 正人（山城高校）の携帯電話 ０９０－５６４６－９３２５◆ 

 ※必ず顧問の先生が連絡をしてください。選手（生徒）が直接問い合わせることのないようにして

ください。確認後、各校の顧問から出場選手に連絡をお願いします。 
 

公立高校実行委員会からのお願い 
 登録メンバー一覧表作成のため、参加する各校の顧問の先生方には、正式な申込書を郵送するのに加

えて、各チームの登録メンバーを高体連テニス部のホームページから入力していただくようお願いしま

す。（ホームページからダウンロードすることもできます） 

 下記に、その方法を記載しておきます。 

①京都府高体連テニス部のホームページ（URL http://kktrtennis.cher-ish.net/）の「お知らせ」の

「京都府公立高等学校テニス選手権大会 選手名簿送信」をクリックしてください。 

②学校番号・学校名・監督名・登録メンバー・顧問名・メールアドレスなどの必要事項を入力し

てください。 

※ 名前の入力は、外字は使用せず、姓と名の間は全角の空白を入れてください。 

③入力事項に誤りがないかを確認し、誤りがなければ「送信」をクリックしてください。 

注意事項 
【１】 出席について 

     ＜団体の部＞ 

本部に監督・選手が全員そろって出席を届けるとともに、登録されているメンバー表に変更がある場合は、

その旨を本部に申し出るとともに、メンバー表を訂正する。（９時試合開始予定である）実施要項にも明記し

てあるように、京都府高等学校体育連盟テニス部主催の大会であるので、エントリー時や試合の前後には顧

問（監督）の引率が必要である。ルールに関しては、「京都府高等学校体育連盟テニス部の主管する大会の注

意事項（ドロー冊子に明記）」による。 

  ＜個人の部＞ 

   本部に出席を届けるとともに、参加料（バスを利用したものはバス代金もあわせて）を支払う。実施要項に

も明記してあるように、京都府高等学校体育連盟テニス部主催の大会であるので、顧問の引率が必要である

（本部で顧問の先生の確認をとって、その日のロービングの配置を行う）。ルールに関しては、「京都府高等

学校体育連盟テニス部の主管する大会の注意事項（ドロー冊子に明記）」による。 

【２】 試合について 

  ＜団体の部＞ 

① 試合進行は、オーダーオブプレーで行う。オーダー用紙は、試合毎に提出し、本部確認印をもらうこと。 

② 本戦の試合すべて１セットマッチ、セルフジャッジで行うが、天候等で「試合進行が遅れた場合はノーアド

バンテージルール等を採用する場合がある」というのが原則である。コンソレーションについては当日指示

をする。 

③ ボールについてはエントリー時に各校に配布する。 

④ ロストボールやルール上の問題が起きた場合は、トランシーバーで本部に連絡すること。 

⑤ 試合結果報告は、各シングルス・ダブルスの試合終了後すぐに、近くにあるトランシーバーで勝者が本部に



報告し、さらに、クラブハウスに結果を報告する。 

  ＜個人の部＞ 

① 試合進行は、オーダーオブプレーで行う。 

②  本戦の試合はすべて１セットマッチ、セルフジャッジで行う。コンソレーションは当日指示をする。 

  ③ ボールについてはエントリー時に各選手に配布する。 

【３】 会場使用上の注意 

① 更衣室を更衣以外の目的で使用しないこと。 

② ゴミは基本的に持ち帰ること。 

③ 貴重品等は各自・各校で管理すること。 

【４】バスの運行について 

    バスを申し込まれた学校は、下記の集合・出発時間を必ず守ること。 

     ＜集合時刻＞7/30・7/31・8/1 とも７時１５分 

     ＜出発時刻＞7/30・7/31・8/1 とも７時３０分 

     ＜集合場所＞京都駅八条口団体バス乗り場（アバンティ前広場） 

    ※ 出発時刻になったら、全員揃っていなくても出発するので、時間を必ず守ること。 
 

 


